
横浜市立獅子ケ谷小学校

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 ③B 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

【端末持ち帰りへの取り組み】

昨年度から全学年にて端末を持ち帰っての家庭学習を実施している。

学年ごとに内容を決めて計画的に取り組んでいる。

先生のコメント
宿題の提出率は紙の宿題の提出率と大きくは変わらないが、提出状況を
確認しやすいところや、提出されたものから随時チェックすることが
できるので宿題の確認作業は効率化されたと思う。

元々紙の算数プリントを宿題に出していた、月曜日と
火曜日にAIドリルのドリル教材を配信し、締め切りも
翌朝宿題を出すタイミングに設定している。
各児童の提出状況を確認したり誤答が多い問題を
抽出したりすることが容易になった。

家庭学習で音読する音声を
録音して提出している。
ほぼ毎日おこなうため、学習
支援アプリ上に音読用のクラス
を作り授業の課題と混ざらない
ようにしている。

夏休み明けに小グループで発表会をするために、
模範演奏の動画をカードに取り込んで視聴しながら
練習できるように配信した。
リコーダーの練習回数を記録する
子どもによっては上のパートを流しながら下のパート
を練習している
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